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   A polarographic study on the prostatic fluid was undertaken in order to study the 

prostatic function by means of the change in polarographic protein wave of the prosta-
tic fluid during the period of sexual hormone administration. 

   1) Polarographic protein wave of the prostatic fluid produced the double peak wave. 

   2) The wave of the serum was about 2 times as high as that of prostatic fluid. The 

wave height of the serum lowered in the order of Digest-Native-Filtrate, while that of 

prostatic fluid was Native-Digest-Filtrate. 
   3) The amount of prostatic fluid was inversely proportional to the frequency of sti-

mulation on Fatigue test of the prostate in experimental dogs. And in the filtrate reac-

tion of this decreased amount of the fluid due to repeated stimulation to the prostate, 
depression of the wave, especially I-wave, was remarkable, which was probably due to 

the decrease in mucoprotein in the prostatic fluid. 

   4) It is likely that the substances containing SH group and S-S group may be incre-

ased in the prostatic fluid during the period of male hormone administration. 

   5) After administration of male hormone there was a certain polarographic difference 

between castrated and non-castrated prostatic fluid. 
   6) Methylandrostenediol possesses less significant action than Enarmon on prostatic 

function. 
   7) Arginin influences on the prostatic function.

緒 言

男性附属性器である前立腺に対する内分泌的

調節についての研究は,近 年の内分泌学やその

生態病理に関する研究の進歩によつて過去の業

積に対 しての大きな改革が行なわれている.

前立腺の機能に関して生理,病 理学的研究が
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始められたのは1900年 代に入つてより以後の事

であり,精 嚢腺,前 立腺の化学的組成に関する

研究が進むにつれ各分泌液の構成物質も次第に

明確にされて来ている.

著者は男性附属性腺分泌機能を研究す る目的

でHugginsの 過去の業積から犬を使用 して前

立腺分泌液を採取し,又 性ホルモンに対する前

立腺の反応態度をその分泌液からポーラログラ

フ的に検討 し前立腺機能を明らかにするための

実験を行つた.

(1)実 験 方 法

1)実 験動物は体重9～14kgの 雄性成熟犬25頭 を

使用した,

2)前 立腺痩作製:麻 酔はラボナールで行い,開 腹

後膀胱を露出,之 を創外に引き出し図1の 如く膀胱頸

図1

DiagramoftheProstaticIsolation-

Operation

部で膀胱に出来るだけ接近して切離し,両 断端を絹糸

で縫合する.一 方金属カニユーレを膀胱前壁に固定し

先端を創外に出してここから尿を流出させる様にし,

前立腺分泌液は経尿道的に 採取する方法 を とつた

(所謂Hugginsdog)

3)前 立腺液採取は術後10日 目より開始した.

前立腺液採取には塩酸ピロカルピン1mgを 静脈庄

射し1時 間の分泌液を特製容器に採集した.

4)測 定方法及びその条件

実験に使用したPolarographはRP-2型(島 津

製作)で 測定条件及び試料の処理方法は第1報 に記述

した方法で行なったので参照して載き度い.

(皿)実 験 成 績

1)健 康成熟犬前立腺分泌液

塩酸ピロカルピン1mgの 静豚注射によつて得られ

た1時 間分劃分泌液量はO.8～2・lml程 度が普通であ
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っ たが,N-1犬 で は6,8～11.4mlの 分泌 量 を 得,不

定期 なPeakを 示 しつ っ75日 間 の 観察 で3回 極大 分

泌が 認 め られ た.N-5犬 は19土3m1と 平均 した多 量

の分 泌 を 維持 した.他 の3匹 は健 在 で あ つ たが 全 経過

を通 じて 分 泌総 量 は少 なか つ た.し か し刺 戟 回 数が 増

す に つれ 多少 と も分 泌量 の増 加 が認 め られ1ケ 月 も経

つ と平均 した 量 の 分泌 が 得 られ る様 に なつ た.

生反 応,変 性 反 応,炉 液反 応 の処理 を行 つ た ポ ー ラ

ロ グ ラフ的 蛋 白波(以 下P蛋 白波 と略)測 定 値 は 次 の

如 くで あ る.即 ち 生反 応:W、+W2/2は15.2～23.9

1nm(19.61nm),W2/W1は0.77～1.13(O.91).変

性 反 応W1+W2/2は9.1～17。5mm(12.Ornm),

W,/W,はo.68～o.99(o,82).炉 液 反 応:Wl+W2/2

は7.6～20.1mm(11.9mm),W2/W,は1.21～2.13

(1.66)で あつ た.こ のW1"-W2/2と はP蛋 白波 の

第1波 と第2波 の 平均 値 を 現 わ した もの で,犬 前 立腺

液 で は 生 〉炉 液 〉変 性 反 応 の順 に 波高 が 低 下 し,W2/

W1で は 炉 液 〉生 〉変 性 反 応 の順 で あつ た.之 を健 康

成 熟 犬 の血 清P蛋 白波 測 定 値 と比較 す る と,血 清P蛋

白波 は前 立 腺液 の 夫 に 比 し 約2倍 の 蛋 白 波 高を 示 し

た.血1青 の蛋 白波 高 はW1+w2/2で は 変 性 〉生 〉炉

液 の 順 に低 下 し,W2/W、 も変 性 〉生 〉炉 液 と低 下 し

た.

2)疲 労 試験

健 康 成 熟 犬に 塩 酸 ピ ロカル ピ ン1mgを1,3,6,

12時 間 目に静 脈 注射 し各 分 劃 の1時 間毎 の分 泌 液 を採
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取,一 方 ピ ロカル ピ ンを注 射 しない2～3,3～6,

6～12時 間 の分 泌 液 も採 取 した.前 者 がStimulating

fluid,後 者 はRestingfluidで あ る.こ の成 績 は 図

2,表1に 示 す 如 くであ る が,塩 酸 ピ ロカ ル ピ ンに よ

る刺 戟 回 数が 増す 毎 に前 立腺 分 泌 液 量 は減 少 し,前 立

腺 分 泌機 能 の 低下 が うか が われ る.各 分 劃 採 取液 を

Polarograph的 に検 討 して み る と時 間的 経 過 につ れ

StimulatingfluidとRestingfluidと の 間 には 明

瞭 な差 異 が 認 め られ る.

Table1.FatigueTest

「N・ ・…
Digest Filtrate

Prostatic

Secretion

ヨ

W1↓W2/2 W2/W、 w1+w2/2w2/w、 W、+W2/2 w2/w、

Stimulatingfiuid

0-lst

23

56

]213

21.2

20.1

12.5

13.1

0.77

0.73

0.56

0.75

13.0

14.5

10.4

10.8

O.73

0.73

0.77

0.79

12.4

6.2

5,2

4,2

2.25

0.61

o.49

0.33

11.8CC

8.9

4.5

2.5

Restingfluid

12st

35

69

9-12

13.6

14.0

12。4

12.1

0.60

0.76

0.61

0.57

10.5

9.8

9.7

9.8

0.75

0.74

0.71

0.86

7.6

7.8

8.3

11.4

O.78

0.49

O.65

0.33

5.Occ

3.5

4.5

3)男 性 ホル モ ン投与 群

男 性 ホル モ ンと してはEnarmon(帝 臓)5mg/day

の注 射 を行 つ た.

分 泌液 量:NE-1犬 で はEnarmon注 射 前分 泌量

は2.6mlで あ つた が注 射 を 続 け るにつ れ 分 泌量 の 増

加 が み られ,50mg投 与 時 には9.4m1の 分 泌が あ り

以 後 軽度 の 増 減は あ つた が 平均9m1の 分 泌量 を 維 持

した.NE-5犬 は 年令4才 の雑 種 黒犬 で あ っ たが100

mg投 与 時にPeakを 示 し,以 後 注射を続行したに

拘らず次第に分泌量が減少した.NE-12犬 は全経過

を通じて分泌量の少い例であつたが,や は り75～100

mg投 与 した時期にPeakが あ り以後分泌量が減退

して来た.

生反応:NE-5犬 を除いてはEnarmon投 与で蛋

白波高は上昇の経過をたどり75～100mg投 与時に最

高の波高を示す.NE-5は 注射を行 うにっれ波高は低

図3Enarmon投 与 にお け る前 立 腺 分 泌液Polarograph的 蛋 白波 の1例
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図4生 反応における蛋白波の変動
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図6炉 液反 応 に おけ る 蛋 白波 の 変 動
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Table2

DIGEST

50卿

碧l
lea

50mg

l錫
～〃

(Enamon

暁篇9

Native Digest

Enarrnon

50mg

100

150

200

Wl十W2

2

16.5

21.1

2L9

20.9

19.9

駈
W1

0.18

0.94

0.96

0.91

0.86

∫」〃r9

紹
2vo

1川ε9αbfo」

嬰%腰

8.8

10.8

12.0

11.6

10.7

Filtrate

Castration

EnarmOI】

100㎎勿

粥
クの

50mg

100

150

200

一1:ll9:ll
ト 　 ロ

12L611・ ・951

118・3io・84j

W1十W2

2

艶
W1

0・8110・8io・64

0.88ヱ4.20.95

0.89.17.81.18

'
0.8714,30,90

0.8812.70.77

囮

5.9

8.9

9.5

7.8

0.72

0.72

下の一途をたどつた.変 性反応:NE-1,NE-12共 に

生反応と同様な傾向を示すが 生反応より変動が 小さ

い.NE-5犬 ではあまり波高の動揺がみられ なかつ

た・之に比して瀕液反応ではNE-12犬 において著明

な波高上昇がみられ,男 性ホルモン投与につれ波高が

上昇するのを認めた,NE-1,NE-5犬 でも75～100

mg投 与時に最高の波高を 示 した(図3,4 ,5,

6,表2)

一方前立腺液採取と併せて行つた血清P蛋 白波と比

較すると,生 及び変性反応では血清の方が高く,瀕 液

反応では大体等しい波高を示している.Enarmon

投与につれて血清と前立腺液の変動を観察すると,

1・.・2

}・・71

Megabion

50mg

100

150

200

14.4

17.4

17.3

16.4

13.8

0.64

0.86

0.78

0.76

0。64

7.5

8,9

8.3

6.8

6.5

0.76

0.84

0.83

0.70

0.65

E

12.70.84

10.9!0.68

10.3」0.65

7.0、0.64
1

Arginin

工00mg

200

300

400

15.4

16.3

17.5

14.5

14.0

0.73

0.89

LOl

O.85

0.76

7.7

9.2

10.2

9,2

8.0

0,71

0.85

1.07

0.89

0.81

1

・.61・.・ ・

11・81LO8

7.8iO.87

7.20.82

6.gb.761

8.9

11.5

14.4

11.3

8.9

0.81

1.29

1.42

0.98

0.82

W1+W2/2:血 清では50mg投 与時に生炉 液反応にお

いて一時上昇を認める他あまり変化ヂないが,前 立腺
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Table3.

Prostaticfluid

Enarmon
5mg/day

Native Digest Filtreta

Bloodserum

対 照

50mg

100〃

150〃

200〃

Native Digest Filtrate

、監 細 聾
2

19.5

23.1

33,3

24.1

22.2

一璽・

0,95

1.08

1.28

L22

0.85

W・+W・屡
2 W1

12。5

13.2

17.9

13,8

12.6

0.84

0.88

L17

0.98

0.92

W1+W・W・1 .W1±W・
2W判2

14.30.95

22,01.00

38.41.55

22.71。01

18引o'91

32.8

32.9

33.5

34.4

35.9

艶

辺・

1.17

L25

1.30

1.39

1.57

Wl十W2

2

42.8

47.9

45.0

44.9

42.6

聾
W1

1.44

1.32

1,29

L43

1.49

W,+W、IW2

・ 陣

15.、 旨.、 、

19.5…1.01

]
18。210,86

16.0

14.6

0,94

0.97

図7Enarmon投 与による血清及び前立

腺液の比較
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液では生及び瀕液反応の波高がEnarmon100mg投

与 時に強く上昇し以後降下して来る.W2/W1に おい

ては血清の場合生反応は僅かつつ上昇経過をとり,変

性,湧 液反応では反対に100mg投 与時に最低値を示

し以後もとの値に復元してゆ く.し かし前立腺液では

生,変 性,炉 液反応共に100mg投 与時にPeakを

示 し,殊 に沮液反応において変動がはげしい(図7一

表3)

4)除 睾後男性ホルモン投与群

両側の睾丸を除去すると前立腺分泌は停止する.早

いものでは5日 で分泌停止がみられたが除睾前の分泌

量は4.7mlで あつた(CE-1).CE-6は 術前4.2ml

の分 泌 を 示 した が除 睾 後10日 で 分 泌 は全 く停 止 した .

CE-11は 塩 酸 ピ ロカ ル ピン刺 戟 で常 に2～5滴 程 度

の分 泌 状 態 で あつ た 犬 で 之 も除睾 した,

除 睾 後Enarmon5mg/dayの 注 射 を続 け た と こ

ろ,分 泌量 は 正 常 犬 にEnarmonを 投 与 した場 合 と

同 様,小 さな動 揺 を もつ たPlateauを 示 しなが ら増

加 した.

生反 応:Wl+W2/2は100～150mgのEnarmon

投 与 でPeakを 示 し,夫 以上 は投 与 を続 行 して も低下

して来 る.W2/W1,CE-1,CE-11犬 は150mgで,

CE-6犬 は100mg投 与 で 最 高 値 を と り以後 は 投与 を

続 け て も低 下 して来 る.変 性 反 応:Wl+W2はCE-1,

CE-11犬 で は150mgで,CE-6で は100mgでPe-

akを 示 した.W2/W、 は 殆 ん ど不 変 で あつ た .炉 液 反

応:W1+W2/2は 全 例 と も男 性 ホ ル モ ン投 与 で低 下

す る.W2/w、 も下 降 す る傾 向を 示 した.

5)女 性 ホ ル モ ン投 与 例

女 性 ホル モ ン(Suronを 使 用)の 投 与 を 行 う と著

明 な分 泌 液 の 減 退 があ り,Suron投 与 前5～9m1の

分 泌 が あつ たSN-1犬 で は1mg5日 間 連 続 注 射で 分

泌 量 は5滴 に 激 減 し分 泌 は 殆 ん ど静 止 し,10日 では 全

く分 泌が 消 失 した.Polarograph的 検 討 は行 い 得 な

か つ た.

6)メ ガ ビオ ン投 与 群

蛋 白合 成 ホ ル モ ンと され て い るMegabion(帝 臓)

(17・-M・thyl・nd…t…-3β 一17β一di・1)5mg/d。yの

注 射 を行 つ た.

前 立腺 分 泌 量 はNM-2,NM-4犬 共 に 注 射 を続 け

る と増加 して 来 る.対 照 に 比 し200mg投 与 時 に は3

～4倍 量 の分 泌 増 加 を認 め た
.

生反 応:w,+w2/2は50mg投 与 で 上 昇 が認 め ら

れ 以後 下 降 し て来 るが,W2/W,も 同様 な 経 過 を とる.
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変 性反 応:50～100mgで 波高 上 昇 があ るが僅 か で あ

る.又W2/Wエ もあ ま り強 い変 動 は示 さな い.炉 液

反応=w2/w,の 上 昇 が あ るがw1+w2/2に おい て

NM-2,NM-3犬 は50mgでPeakを 示 しNM-5犬

は100mgでPeakに 達 し以 後 は 減少 した.

7)ア ル ギ ニ ン投与 群

炭酸Arginin(Minophagen-A)(ミ ノフ ァーゲ

ン製薬)20mg水 溶 液 の注 射 を行 つ た.

前立 腺分 泌液 量 はArgininを 投与 して も,対 照 例

と比較 して殆 ん ど増 量変 動 はみ られ なか つ た.NA-4

(2,8～5.Om1),NA-7(3.5～6.Oml),NA-6(35.2～

40.Oml)の 分 泌量 が あ り,こ の 中NA-6はArginin

投与前か ら分 泌量 か 非 常 に多 か つ た例 で あ る.

生反応 及 び変 性反 応:w1+w2/2及 びw2/w1共

に200mg投 与 時 に蛋 白波 高 のPeakが あ り後 次 第

に低下す る傾 向 がみ られ た,炉 液反 応:各 例 と もに強

い波高上 昇 を 示 しW2/W1も 上 昇す る 度 合 が 強か っ

た.

(皿)総 括及び考按

1)前 立 腺分泌液 をHugginsdogよ り経

尿道的に採取 し,健 康 犬及 び去勢犬について性

ホノしモンを投与 した場合 の前立腺分泌に及ぼす

影響をPolarograph的 蛋 白波を測定 す る事 に

よつて検討 した.

Eckhardi),Farrell2)は1863年 犬 前立 腺に痩

孔を作つて前立腺機能 に関す る研究 の先鞭 をつ

けたが,そ の後Huggins,Masilla3),Hud-

son4,.Marden,Grayhack,Scott5〕 等 に よ

つて追試 されて 来 た.健 康正常犬の 前立 腺は

Huggins(1946～1947)G〕 に よると生後3ケ 月

以上 も経てば分泌 を営む能 力を持つが周期的な

活動性はな く,外 的刺戟が加わ らない場 合の分

泌量は僅かで0.1～0.2m1程 度 であ ると.前 立

腺液 の化学的組成に関 してはHuggins,Mas-

ina,Eichelberger,Wharton7),JohnsonB) .

Berg,Hodgeso),Gutnan&Gutman11}等

の記載があるが,こ の中蛋 汽質 に関 す る業積は

Huggills一 派 の研究 があるにす ぎない 彼等

によれば犬前立腺液 中の蛋 白は1percent以

内であつて前立 腺液 中に0.82gmpercent含

まれているが,除 畢を 行 つ てTestosterone

を投 与した場合 の蛋 白濃度は0.61gmpercent

であつた と.又 前立腺液は殆ん どセル ローズ膜
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を透 析 し」く{;IS分はProteoseよ り成る10)と 言己

載 してい る.

著 者はBrdicka等 に よるPolarograph癌

反応 を応用 して犬前立腺分泌液のP蛋 白波 を測

定 したので之に就 き述べ る.

健 康犬前立腺液 のP蛋 白波測定値 は,生 反応

でW1十W,/2は19.6mm,変 性 反応で12,0

mm,酒 液 反応 では23.9mmで あ った.W2/

W、 の平均値は生で0.91,変 性0.82,瀕 液 反

応で1.66で あ つた.

之 を同一溶液条件 の血清P蛋 白波 と比較 す る

と(例N-12)Wl十We/2に お いて生反応 で約

1.7倍,変 性反応 で3.5倍,漁 液 反応で1.1倍 と

血清における蛋 白波が高 く現われ血清の方 がP

蛋 白波形成物質 を 多 く含 んで いると考 え られ

る.

2)-L方 犬に塩酸 ピロカル ピンを静注 して前

立腺分 泌液 を連続採取 した場 合図2の 如 く分泌

液量 は漸 次減 少して所謂疲 労現象が現 われて来

る.Berg,Huggins,Hodges9),Masina,

Eichelberger3),Gutma11&Gutmaniv等 は

このStimulatingfiuidとRestingfluidに

つ いて理 化学的検討を加 え,Berg等 はSti-

mulating及 びRestingfluidのPhospha-

taseを 測定 している.即 ちStimulatingfl-

uidで は酸 フオス ファクーゼは104unit,Re-

stingfluidで は28unitで あ るが,ア ルカ リ

フオスファク ーゼは前者 が2.25unitで あ るの

に反 し後者 は27unitと 報 告 し,又Resting

fluidのChloride含 量 はStimulatingfluid

の1/3以 下 であ るとしている.

こ の分劃 採取分泌液 をPolarograph的 に検

討 してみ ると1)StimulatingfluidとRes-

tingfluidと はP蛋 白波的にみて差異が認 め

られ る.2)Stimulatingfluidの 生,変 性反

応ではW1十W,/2は 次第 に低 下 して来 るが,

6時 間以後は低値 の ままの状 態を維持す る.し

か し酒液 反応で は3時 間分劃 までに急激に降下

し以後低値 を持続す る,3)Restingfluidに

お け る生及び変性反応では1～2時,6～12時

間 分劃 を比べ て殆ん ど変 動が な く僅 かに波高 の

低下 をみ るに過 ぎないが滑液 反応は逆に上昇 の
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傾 向を示 した.4)生 及 び変性 反応ではStim-

ulatillgfluidはRestingfluidよ りも常 に高

い値 を示 したが游液反応では第2回 ピ ロカル ピ

ン刺戟以後Restingfluidの 方 がStimulati-

11gfluidのP蛋 白波 よりも高い値 を とつた.

落 合(為)(昭27)12)は 精 管結紮 を行つた犬前

立腺液 を15分 毎 に採液 して比重,酸 フォス ファ

クーゼを 測定 し3時 間 まで の 観察を 行 つた結

果,犬 は全 く同 じ程度に分泌を続け比重並びに

酸 フォスファターゼ含有量 は大 体一定で あつた

と報告 してい る が,氏 の測定値を 詳細 に検討

してみ るとStimulatingfluidはResting

fluidよ りも常 に分泌量 が多 く刺戟回数 が増 す

につれ て前立腺分泌液量 も減 少して来ているの

が判 る.

以 上 の事 か ら考 えるとピロカルピン疲 労試験

に よつ て刺戟 回数が増 すにつれP蛋 白波 は低下

して来 る.そ して生,変 性反応ではW1,W2

の比 率は あまり変動 しないが,湧 液 反応 では

W・,W2共 に 低下 し殊にW、 の低下が強 く前

立腺液 中のMucoprotein様 物 質の減 少があ

るので あろ う事が考 え られ る.

3)前 立 腺 の男性 ホルモン依存性 をラツテ,

マ ウスに ついて詳細 に研 究 した のはMoore

(1932)13)で あ るが,前 立腺 はAndrogenに よ

つ て肥大 し重量 の増加 を来す(Korenchevsky

et)14),前 立 腺上 皮細胞 の大 き さを増 し 分泌量

を増加 させ ると(Barron,Huggins)15),又

Huggins(1940)16)は 睾 丸 のAndrogen産 生

は下垂体Gonadotrophinに 関 連があ ると述

べ,Burt等(1957)17)はGonadotrophinが

Androgen代 謝 を増す と報告 してい る.Ko-

chakian(1950)22)は ラ'ンテの 体 内 各臓器 の

Testosteronepropionateに よる窒素配分 の

変化 を追求 し,骨,精 嚢腺,前 立腺,肝,腎 の

順 に蛋 白の貯留を認 めたが,長 期間 ホノしモ ンを

投与すれば骨の脂肪及 びi蛋白が減 少し精嚢腺以

下 の各組織が少 しつつ増大 して来 るのをみた.

更 にAndrogenと 血 漿蛋 白質 との関係 につい

てKenyon等46)47),Williams等(1945)4u)

はTestosterollepropionateは 血 清蛋 白量

に変動を及ぼ さない としているが,Bassett等

(1934)49)は 血 清蛋白 の僅かな上昇 と尿素 の著

明な増加が あると述べ,Abels等(1944)50,は

正 常男子 にTestosterollepropionate,pre-

gninoloneを 与 えた際,最 初は 血清蛋 白が減

少 し後 にはむ しろ増加 の傾 向を示 したと.そ し

て之はは じめ組織蛋 白の合成 が強 く刺戟 され る

ため一部 血清蛋 白を利用 したもので あろうと考

えた.

著 者 の実験 による と男性 ホルモ ンの投与で前

立腺分泌量は増加 し同時にP蛋 白波 の上昇を認

めた.即 ち生,変 性反応では さほ ど大 きな変動

は示 さなかつたが酒液 反応 は投与量 の増加 にっ

れ波高が上昇 して来 る.殆 ん どの症例 において

Ellarmon100～150mg投 与 時 にP蛋 白波高

はPeakに 達 す るが以後投与 を続 けて も下降

の傾向 を 示す この場 合血 清のP蛋 白波高は

50mg投 与 時僅 かに上昇 す るが,前 立腺液 の夫

に比 べ るとは るかに変 動が少い.叉W1とW2

の比 率か らみ ると血 清では生 反応 は僅かつつ上

昇 の経過 をと り変性,湧 液反応 では 逆 に100

mg投 与 時最低値 を示 し以後 もとの値に復 元し

て来 る.し か し前立腺液では生,変 性,炉 液反

応共 に100mg投 与 時 にPeakを 示 し,殊 に

瀕液反応 において変動が強 くW2が 上昇 しSH

基,S-S基 に関 連す る物 質が増加 して来 る事が

考 え られ る.

4)Estroge■ を長期 間投 与す ると直接 的に

睾丸性Androgen産 生 の抑 制がお こり,叉 下

垂体で のGonadotrophin,ICSH或 はLH産

生 が阻害 され睾 丸性Androgen産 生 を減 少さ

せ ると考 えられ てい る23〕 女性 ホルモ ンが前立

腺 に及ぼす影響 につ いてはLacassagne(193

3)24),Burrows,Kennaway(1934)25),Wel1-

er,Overholser,Nelson(1936)2fi)
,Moore,

Price(1932)13),McEuen ,Selye,Collip(1

936)2了),Zondek(1936)28〕,Korenchevsky,

Dennison(1935)29) ,Zuckerman(1938)30),

DeJongh(1935,1938 ,1939)31)32)33),Herbst

(1943)34),Smith(1943)35)等 に よつ て詳細に

報告 されてい る.

女 性 ホルモ ンを与 え ると犬前立 腺分泌 は7～

10日 で殆 ん ど静止 して しまうので前立 腺分泌液
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に及ぼす影響 についてのP蛋 白波の測定 は為 し

得なかつた.し か し女性ホルモ ン投与時 におけ

る血清を用いての蛋 白波では瀕液 反応,Meth-

anol法 に おいて変化 を証明 してお り39}.こ の

事に就 ては稿 を改 めて述べたい.

5)去 勢 に よる睾丸性Androgenの 除 去 に

よつて前立腺分泌 は静止す るが,之 は正常犬 も

老犬性良性肥大 を来 した ものも前立腺萎縮 がお

こるためで あるとされ15)16),Androgen代 謝

の 低 下(33%36)37).45～70%38))が 認 められ

る.し か しTestosteroneを 投 与 する と再 び

分泌が始 まり以前の値 にまで恢復 して来 る.こ

の除睾後 のAndrogen産 生 は主 として副腎皮

質に由来す るものと考 え られ る.成 熟去勢 ラッ

テにTestosteroneを 注 射す ると 体重 が著 し

く増加 し同時に尿中窒素排泄は著 明に減 少 して

来 る(Kochakian)43}又 こ の際窒素排泄量は

尿素の夫に比例 しK,C1,Pの 排 泄 も窒素量 に

比例 して減少す るが,ア ンモニア の排 泄量 や尿

中の窒素量は注射 の前後で変化 はない と述 べて

いる.安 藤等(1952)44)はMethylandrosten-

ediolを 正常雄 ラツテに注 射 してその尿 中窒排

泄の減少を報告 してお りAndrogenが 体 内に

おける蛋 白質 の分解を抑制 す る事 を端的に示 し

てい る.

一方Kochakian
,Murlin(1936)d5)は 去 勢

犬にAndrogenを 投 与 した場 合血 中NPN及

び尿素は増加せずむ しろ減 少す る傾向が あると

し,蓄 積 された窒素は蛋 白質 として組織 細胞に

固定 され ると報告 した.

著者の実験成績では除 睾犬前立腺に対 して男

性ホルモ ンの及ぼす影響がPolarograph的 に

みて非除畢犬 とは異 なつた傾向を示したが,先

づ波高 の差か ら見 ると除睾群 の蛋 白波高 は生,

変性,沮 液反応共に非除 睾Enarmon投 与 群

に比 し低値 をとりW、 とW,比 率 もやや低

い・そしてEnarmon150mg投 与 時 にPeak

に達 し非除睾犬 よりも遅い.叉 瀕液 反応にお い

て50mgで 最 高波高を示 し以後 は投与 を続 け

ても下降 して来 るが,こ の事は恐 らく除 睾に よ

つて惹き起 され た全身或 いは副腎下垂体系 の蛋

白代謝異常がEnarmon投 与 に よつて も補 い

195

得 ない状態に あるのではなかろ うか,更 に叉男

性 ホルモンの投 与量 に関連が あるのか も知れな

いので今後 の検討を続 けたいと考え る.

6)Methylandrostenediol投 与群

Methylandrostenediol(以 下MADと 略)

は1935年Ruzickasi)に よつて合成 され,発 情

作 用の極 めて少いAndrosterone系 ホルモ ン

でProteillanabolichomloneと し て知 られ

てい る.安 藤52)は こ のMADを 投 与す ると窒

素排泄が滅 少す る他,K,C1,P等 も減少 し,

蓄 積 された窒素 は蛋 白質 として速 かに組織細胞

に固着 され るとし,幼i若 ラツテにMADO.25

mg/day22日 間.投与 して体 重増加が あつ た事

を報告 し尿 の分析を行 つて去勢雄では クレアチ

邑ンが 日を逐つ て著 明に減 少し総 窒素 は一般に

減少,特 に注射後4日 目に著明で あつた として

い る.Gordon等 は去勢雌 ラツテについてM

AD投 与群 では肛門挙筋が著 し く肥大 したが副

性器の肥大 はな く,之 に反 して同量 のMethyl

Testosteroneで は著明な副性器 の肥大を認 め

てい る35).

著 者 の実験成績では体 重増加 は明 らかでなか

つたが,前 立腺分泌量はMAD投 与 で増加を

認 め,こ のP蛋 白波 は50～75mg投 与 でPeak

に達 し殊 に酒液反応において著明で以後は漸次

波高 の低 下を示 した.し か しEnarmo11投 与

群 と比較す ると蛋 白波高 は常 にEnarmon投

与 群 の方が高い値 をと り,前 立腺 に働 きかけ る

強 さに関 してはMADはEnarmonに 比 べ力

値 の低 い事が うかがわれ る.

7)Arginin投 与 群

一般 に必須ア ミノ酸 の何れ か一つを欠 くと体

重減 少,低 蛋 白症,臓 器萎縮 などが惹起す ると

され てい るが,之 等の症状 は体蛋 白合成能 が低

下 す る結果で ある事は論 を侯 たないShettle-

sfi4}及びHolt一 派65)は 人間にArginin欠 乏

食を与えた ところ,窒 素平衡 は充分保 たれ てい

るに拘 らず精液中 の精子が急激に減 少し,こ の

際Arginil1を 与 え ると速 かに 復 旧す る事 を報

告 し,幼 若 白鼠に おいても之 の欠乏によつて睾

丸 は3週 間 で著 し く退行 し8週 聞で破壊像 のみ

られ る事 を記載 してい る.こ の事 実はア ミノ酸
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が 精子形成 に対 して特 別な生理的意義 をもつ事

を意味 している56)性 ホルモ ンとの関係 につ い

てはKochakian(1936～1937)「'7),Clark(19

43)60).伊 藤(1952)61)62),森,松 本(1950)63〕 ・

浜 田(1943)64)等 の報告があ るが,松 本,上 月

(1953)65)はTestosteronepropionateを 去

勢 ラツテに投与 す ると血清アルギニン量 は減少

す るが,幼 若及 び成熟雌 ラツテでは有意 の差 は

認 め られ ない と,叉MADの 投 与では幼若,

成 熟,去 勢例 ともに減少が見 られた とし,こ の

血 清ア ルギニン量 の減少はステロイ ドホルモ ン

の蛋 白同化作用 と深 い関連を もつ もので あつ

て,蛋 白同化過程における中間代謝 に関 しての

示唆を示 している.

このArgininが 前 立腺分泌 に及ぼす影響 を

検 討 した結果では,Arginin投 与 犬 の前立腺

分 泌液量は対照 と有意の差 を認 めなかつ た.叉

体 重増加 もさほ ど著明ではなかつた.し かし瀕

液 反応 におけ るP蛋 白波 の態度 はArginin投

与 でか なり強い上 昇を示し,殊 にNA-4犬 で

は200mg投 与 時に著 明な波高 の上昇 をみた.

この事はア ミノ酸代謝或 は之 の代謝 に関係す る

酵素系が恐 らくは前立腺に も関与 してその代謝

を促進 したのであろうと考 える.

結 語

1)前 立 腺分泌液 のPolarograph的 蛋 白波

に関す る研究 を行 い,前 立 腺の機能に関 して ホ

ルモ ン投与時におけ る分泌液蛋 白波 の変 動を検

討 した.

2)前 立 腺 分 泌 液 のPolarograph的 蛋 白 波

は 二 重 波 を 形 成 す る.

3)健 康 犬 前 立 腺 分 泌 液 のPolarograph的

蛋 白 波 測 定 値 は 生 反 応:W1+W2/2は19.6mm

(工5.2～23.9),W2/W1は0.91(0.77～1.13),

変 性 反 応:W1十W,/2は12。Omm(9.1～17.5),

W2/W1は0。82(0.68～0 .99),酒 液 反 応=W1

十W,/2は11.9mm(7.6～20.1),W2/W1は

1.66(1.21～2.13)で あ り,血 清 で は 変 性 〉 生

〉 瀕 液 反 応 の 順 に 波 高 の 低 下 が あ る が,前 立 腺

分 泌 液 で は 生 〉 変 性 〉 酒 液 の 順 に 低 下 し た.

4)血 清 と前 立 腺 液 のPolarograph的 蛋 白

波高 を比較す ると血清 は前立腺液 の約2倍 の値

を示 した.

5)前 立 腺疲 労試験 において分泌液量は刺戟

回数 に応 じて減量 して来 る.又 同時にPolar-

ograph的 蛋 白波高 も低 下 して来 る.そ して瀕

液 反応では殊 に波高 の低下が強 く,前 立腺液 中

のMucoprotein様 物質 減少が考 え られ る.

6)男 性 ホルモ ン 投与で 前立腺分泌 は 旺盛

とな り瀕液反応の蛋 白波 も之に準 して変動 し,

Mucoprotein様 物 質 に関連す る物質 の増加が

ある と考 えられ る.

7)除 睾 をす ると前立 腺分泌 は停止す るが男

性 ホルモ ンを与え ると再 び分泌が始 ま り生,変

性反応の蛋 白波は非除畢男性 ホルモ ン投与例 と

同様 な態度を示すが,瀕 液 反応では男性 ホルモ

ン投与に拘 らず蛋 白波 は低下す る.

8)前 立 腺分泌能 に関 してはMADよ りも

Ellarmonの 方 がは るかに作 用が大で あ り,酒

液 反応 もEnarmon投 与 群 が 高 い 値を示し

た.

9)Argillinは 前 立 腺分泌液量 には関与 し

ない と考 えるが,酒 液反応蛋 白波は著 明に上昇

し前立腺分泌能に関 してア ミノ酸 代謝或 は之に

関連 した或 る種 の酵 素系の働 きかけ る事が推察

され る.

(本稿の要旨は第10回 日本泌尿器科学会中部連合地

方会において発表した.

稿を終るにあたり恩師加藤篤二教授の御指導,御 校

閲を深謝する.)
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鞠
〔主なる効能〕

① 術前術后の補液
② 組雛蛋臼の合成③ 血清蛋

E1の 増加
④ 造血機能の賦盾⑤ 白 血 球

の 増 加

融離纏芋
藪利 尿 作… 用抗 ア レル ギー作…用
⑩ 仮 骨 形 成 促 進

〔特 徴〕

①ペプチ ッドや爽雑物を含まず、成分含璽は常に一定
②L体(天 然型)ア ミノ酸を極めて合理的に配合す
③静注にて副作…用皆無、皮下注射にても痕縞 硬結 を
起さず
④体蛋白へ速かに転化する
⑤ブドウ糖、リンゲノレ、ビタ ミン等 とも混注 自由

③ 森 下 製 薬 株 式 会 社

大娠 。道修晦(東 京 ・福岡 。名古屋・広局・札幌)




